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平
成
19
年
度
よ
り
始
ま

り
、現
在
、郷
内
で
16
地
区
に

よ
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る

農
地・水・環
境
保
全
向
上
対

策
の
３
回
目
の
意
見
交
換
会

が
７
月
28
日
に
亀
田
郷
土
地

改
良
区
大
ホ
ー
ル
で
活
動
組

織
、行
政
、工
区
、農
協
、改

良
区
の
担
当
者
な
ど
89
名
の

参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
会
で
は
基
調
講
演

に
続
き
、全
県
で
の
取
り
組

み
状
況
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュー

ル
な
ど
の
情
報
提
供
、各
活

動
組
織
の
代
表
者
に
よ
る
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
よ
り
取
り
組
む
３

地
区（
横
越
工
区
木
津
地

区
、亀
田
工
区
早
通
地
区
、

亀
田
工
区
丸
潟
地
区
）を
加

え
た
16
地
区
の
単
年
度
に
お

け
る
交
付
金
の
総
額
は
共

同
・
営
農
活
動
を
合
わ
せ
て

約
５
２
０
０
万
円
に
の
ぼ
り
、

こ
の
交
付
金
が
活
動
地
区
で

決
め
た
各
区
施
設
の
維
持
管

理
活
動
や
水
稲
、梨
の
減
農

薬
・
減
化
学
肥
料
に
よ
る
栽

培
を
行
う
先
進
的
営
農
取

り
組
み
への
手
助
け
と
な
って

い
ま
す
。冒
頭
、五
十
嵐
理

事
長
は「
活
動
組
織
の
代
表

者
と
い
う
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー

の
集
ま
っ
た
こ
の
会
議
が
次

に
つ
な
が
る
よ
う
な
会
と
な

る
よ
う
期
待
し
た
い
。」と
挨

拶
し
、基
調
講
演
で
紙
谷
新

潟
大
学
副
学
長（
農
学
部
教

授
）か
ら
は「
豊
か
な
生
き

物
と
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ

う
亀
田
郷
を
目
指
し
て
」と

題
し
て
、生
物
多
様
性
の
確

保
、雑
草
の
抑
制
、減
肥
料
に

よ
る
稲
の
栽
培
の
可
能
性
と

いっ
た
、新
潟
大
学
で
取
り
組

ん
で
い
る
再
生
湿
地
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
成
果
を
紹
介
い
た
だ

き
な
が
ら
、農
業
政
策
と
し

て
３
割
も
の
減
反
を
行
う
こ

と
に
よ
り
発
生
し
て
い
る
休

耕
田
を
利
用
し
た
、地
域
の

潤
い
あ
る『
場
』作
り
へ
の
ア

イ
デ
ア
を
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
藤
井

事
務
局
長
が
座
長
を
務
め
、

各
地
区
の
自
由
意
見
の
ほ
か

に「
維
持
管
理
」「
営
農
活

動
」「
地
域
の
活
性
化
」「
初

年
度
の
取
り
組
み
への
期
待
」

な
ど
特
色
の
あ
る
地
域
に
意

見
を
求
め
な
が
ら
進
行
し
、

活
動
組
織
か
ら
は「
こ
の
事

業
を
実
施
し
て
良
か
っ
た
。」

と
い
う
意
見
や「
地
域
に
と
っ

て
、あ
り
が
た
い
事
業
。」と

い
う
言
葉
も
聞
か
れ
ま
し

た
。今
年
度
は
５
年
間
の
事

業
期
間
の
３
年
目
で
中
間
の

年
に
あ
た
り
、各
地
区
か
ら

は
施
策
の
５
年
目
以
降
の
継

続
と
予
算
確
保
を
要
望
す

る
意
見
が
多
く
出
て
く
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

当
初
か
ら
取
り
組
み
、今
年

度
が
３
年
目
に
当
た
る
活

動
組
織
は
平
成
22
年
２
月

下
旬
ま
で
に
体
制
整
備
構

想（
案
）を
地
元
で
話
し
合

い
な
が
ら
作
成
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、

先
進
的
営
農
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
地
域
か
ら「
せ
っ

か
く
の
取
り
組
み
を
農
産
物

の
価
格
に
反
映
し
た
い
。」と

い
う
積
極
的
な
意
見
も
出
て

い
ま
し
た
。

　

同
席
し
た
新
潟
県・新
潟

市
の
担
当
者
か
ら
は
、取
り

組
み
成
果
に
つ
い
て
評
価
を

い
た
だ
き
、当
日
の
意
見
を

そ
れ
ぞ
れ
担
当
者
会
議
等
で

発
信
す
る
こ
と
を
約
束
し
て

い
ま
す
が
、一
方
で
成
果
に
対

す
る
地
元
住
民
や
農
業
者

か
ら
の
評
価
の
声
が
少
な
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
今
後
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か

ら
残
り
２
年
少
し
と
な
っ
た

こ
の
施
策
で
す
が
地
域
活
動

と
そ
の
バッ
ク
ア
ッ
プ
に
、は
ず

み
を
付
け
た
意
見
交
換
会
で

し
た
。土地改良区からのお願い

４
月
18
日 

新
潟
オ
ラ
ン
ダ
祭
り

 

水
と
土
の
芸
術
祭
プ
レ
イ

ベ
ン
ト「
新
潟
の
水
と
土

を
考
え
る
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　

19
日 

新
潟
オ
ラ
ン
ダ
祭
り

 

水
と
土
の
郷
亀
田
郷
バ

ス
ツ
ア
ー

　
　

23
日 

江
南
区
役
所・東
部
地
域

土
木
事
務
所
・
中
央
農
業

委
員
会
意
見
交
換
会

　
　

24
日 

監
事
会（
月
例
監
査
）

５
月
７
日 

総
務
部
会

 

理
事
会

　
　

12
日 

親
松
排
水
機
場
管
理
運

営
委
員
会

 

亀
田
郷
管
内
事
業
説
明
会

　
　

22
日 

役
員
Ｏ
Ｂ
会

　
　

27
日 

福
井
県
坂
井
地
区
農
業

農
村
整
備
事
業
推
進
協

議
会
視
察
来
所

 

亀
田
郷
排
水
対
策
事
業

推
進
協
議
会　

幹
事
会

　
　

28
日 

監
事
会（
月
例
監
査
、機

場
監
査
）

６
月
２
日 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
集
団
研
修「
か

ん
が
い
排
水・農
村
開
発
」

コ
ー
ス
研
修
員
視
察
来
所

　
　

７
日 

亀
田
郷
一
斉
清
掃

　
　

８
日 

亀
田
郷
排
水
対
策
事
業

推
進
協
議
会　

総
会

　
　

９
日 

事
業
部
会

　
　

18
日 

千
葉
県
干
潟
土
地
改
良

区
視
察
来
所

　
　

19
日 

総
務
部
会　

理
事
会

　
　

25
日 

監
事
会（
月
例
監
査
、決

算
監
査
）

　
　

29
日 

監
事
会（
月
例
監
査
）

７
月
８
日 

理
事
会

　
　

９
日 

新
発
田
市
川
東
土
地
改

良
区
視
察
来
所

　
　

10
日 

新
潟
市
土
地
基
盤
整
備

促
進
協
議
会　

総
会

　
　

13
日 

亀
田
郷
排
水
対
策
事
業

推
進
協
議
会　

北
陸
農

政
局
施
策
提
案

　
　

14
日 

亀
田
郷
環
境
整
備
連
絡

会
・
亀
田
郷
地
域
用
水
対

策
協
議
会　

総
会

　
　

15
日 

亀
田
郷
排
水
対
策
事
業

推
進
協
議
会　

農
林
水

産
省
施
策
提
案

　
　

17
日 

臨
時
総
代
会

 

佐
渡
市
三
瀬
川
松
才
地
区

環
境
保
全
会
視
察
来
所

　
　

27
日 

監
事
会（
月
例
監
査
）

　
　

28
日 

農
地・水・環
境
保
全
向
上

対
策　

合
同
意
見
交
換
会

　
　

30
日 

亀
田
郷
不
法
投
棄
対
策

連
絡
協
議
会　

総
会

　
　

31
日 

西
蒲
原
土
地
改
良
区
中

野
小
屋
地
区
視
察
来
所

８
月
８
日 

と
や
の
物
語
２
０
０
９

 

と
や
の
物
語
水
土
里
の

路
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　

18
日 

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
農
業
研
修
生

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
修

生
５
名
、中
国
研
修
生
２

名
）視
察
来
所

　
　

21
日 

栃
木
県
深
津
土
地
改
良

区
視
察
来
所

　
　

22
日 

水
と
土
の
芸
術
祭
ア
ー
ト

イ
ベ
ン
ト「
ル
ミ
ナ
ス
」（
丸

潟
新
田
再
生
湿
地
）

　
　

24
日 

監
事
会
（
月
例
監
査
）

 

平
成
21
年
度
亀
田
郷
西

部
地
区
環
境
用
水
に
関

す
る
説
明
会

９
月
２
日 

疏
水
サ
ミ
ッ
ト
in

　

～
３
日 

　
　
　

熊
本
２
０
０
９

　
　

４
日 

監
事
会（
月
例
監
査
）

 

理
事
会

短
　
　 

信

挨拶する五十嵐理事長

活動組織代表者と行政関係者による意見交換

平成21年度賦課額（10a当たり）

第１区（横　越）

第２区（大江山）

第３区（亀　田）

第４区（両　川）

第５区（曽野木）

第６区（鳥屋野）

第７区（山　潟）

第８区（石　山）

第９区（大　形）

11,500

11,500

11,500

11,500

11,500

11,500

11,500

11,500

11,500

500

500

500

12,000

12,000

11,500

11,500

12,000

11,500

11,500

11,500

11,500

畑（10 a）
については
定 款 2 4 条
により田の
100分の25
の額（共通
2,875円、各
区125円）

適  要 一般会計（円）
区　分 共　通　費 各　区　費

計（円） 備　　考

平成21年度　組合費
令書発行　10月５日
納　　期　10月20日

　・現金納入の場合は10月20日までに納めて下さい。
　・口座振替の場合は10月20日に引き落とされます。

組合員資格の資格得喪通知手続きについて

　土地改良区の台帳は組合員からの異動通知に
より更新されることになっています。手続きを怠ります
といつまでも組合費がかかることになります。

他目的使用について
　土地改良区が管理している道路や水路を農業
以外に使用する場合、他目的使用契約書の締結
が必要です。また、使用期間満了後、継続して使
用する場合も再度契約書の締結となり、使用しな
い場合は、廃止手続きを行って下さい。無断使用
の場合は、施設を撤去のうえ改修費用をご負担い
ただきます。使用料金は下記の通りです。
　ご不明な点がありましたら担当までご連絡ください。
　なお、広告看板類は許可しません。

とになり、その加重負担を招くことになります。このよ
うなことが起きないようにするために農地を転用す
るとき土地改良法に基づき一定額の決済金を徴収
し、それぞれの経費に充当していくものであります。

賦課内訳の添付と内容確認について
　平成20年度より組合費賦課金通知書に賦課

（土地）内訳書を添付し賦課令書を発送すること
となりました。この内訳書により組合員の皆様から
年ごとの農地異動を確実に把握していただく事で
土地改良区業務の円滑化も可能となります。
　なお、内訳書の内容についてご不明な点がござ
いましたら、最寄りの亀田郷土地改良区出張所ま
でお問い合せをお願いいたします。

不法投棄防止にご協力を！
　農道・用排水路の溝畔敷きに枯れ木・廃材や電
化製品等さまざまなゴミが捨てられています。こうし
た心ないゴミの投げ捨てにより、施設の維持管理
に支障となるばかりか多額な処理費がかかってい
ます。
　不法投棄を目撃された方は車のナンバーを控え
土地改良区までご一報下さるようお願いいたしま
す。

①農業者年金（経営移譲による）を受給する場合
②売買等で資格が異動した場合
③相続、贈与により異動した場合

農地転用するとき決済金がかかります。
　　　田 65万円 （千㎡当たり）
　　　畑 16.3万円 （千㎡当たり）

使用料金（5年分）
①水路の乗り入れ（橋など）㎡当たり  7,200円
②浄化槽排水　　　　　１人槽当たり  1,800円
③その他
担当　管理課　管理係　TEL 381-7092（直）

決済金について
　区域内における農地が転用されますと当該受
益面積が減少し、償還金や将来の維持管理費を
残された農地を耕作している組合員が負担するこ


